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青森市西部は､ 国指定特別史跡三内丸山遺跡をはじめとし､ 多数の遺跡が確認

されている､ 市内でも有数の遺跡密集地帯であります｡

これまで､ 東北縦貫自動車道建設など､ 大規模な発掘調査が度々行われており

ます｡

そのような中､ 当委員会においては､ 三内丸山遺跡に隣接する近野遺跡につい

て分譲宅地開発に先立ち遺跡の記録保存を図るため､ 今年度発掘調査を実施いた

しました｡ 本書はその発掘調査の成果をまとめたものであります｡

近野遺跡は､ 広範囲にわたる遺跡でありますが､ 今年度は青森県においても別

地点において発掘調査を実施しており､ 水さらし場遺構が検出され広い注目を集

めております｡

当委員会では､ 近野遺跡の東端に相当する地点の調査を実施しており､ 調査の

結果､ 竪穴式住居跡､ 土坑などの遺構を検出し､ また､ 縄文時代前期､ 中期の土

器や石器等の遺物が出土しております｡

本書が､ 今後の埋蔵文化財の保護並びに活用に役立つことができれば幸いと存

じます｡

最後となりましたが､ 調査の実施から本書の作成にわたる､ 調査員､ 関係各機

関並びに各位からのご指導､ 地元各町会からのご協力､ さらに工事主体者であり

ます 手 塚 宇一郎 氏のご協力に対しまして､ 厚くお礼申し上げます｡

平成15年�月

青森市教育委員会

教 育 長 角 田 詮 二 郎
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�. 本書は､ 民間事業 (分譲宅地開発) に係り平成14年度に青森市教育委員会が発掘調査を実施した青

森市大字安田字近野に所在する近野遺跡の発掘調査報告書である｡

�. 本遺跡の遺跡番号は､ 01065である｡

�. 本書の執筆並びに編集は､ 青森市教育委員会が行った｡ 小野貴之が担当した｡

�. 調査区におけるグリッドの設定については､ 平成14年度青森県が実施した近野遺跡発掘調査におけ

る設定を譲り受け､ それを拡張した｡ 従い､ 遺構図等における方位は､ 平面直角座標第Ｘ系の座標

系上の北となる｡ (青森県教育委員会 2002 『近野遺跡Ⅵ』) 磁北については､ 約�°西偏する｡

なお第�図及び第�図は上辺が真北である｡ 測量原点(Ｂ. Ｍ. )は､ 青森市地盤沈下観測用水準点№

64より原点移動を行い設置した｡

�. 土層の注記については､ ｢新版標準土色帳｣ (小山正忠､ 竹原秀雄1993) に準拠した｡

�. 各遺構の計測値については､ 原則的に確認面から計測した数値である｡

�. 遺構番号は､ 原則的に遺構の種別毎に､ 確認順に番号を付した｡

�. 図版番号及び表番号は､ 原則的に｢第○図｣､ ｢第○表｣とし､ 順番に通し番号を付した｡

	. 挿図の縮尺は､ 各図毎に示した｡ また､ 写真図版の縮尺については統一を図っていない｡

10. 石器の石質鑑定については､ 青森県総合学校教育センター指導主事 工 藤 一 彌 氏に依頼した｡

11. 発掘調査における出土遺物､ 実測図､ 写真等は､ 現在､ 青森市教育委員会で保管している｡

12. 発掘調査及び報告書の作成にあたって次の各機関・各氏からご指導・ご教示・ご協力を賜った｡ 記

して感謝の意を表する (順不同・敬称略)｡

青森県教育庁文化財保護課・青森県埋蔵文化財調査センター・西近野町会・太田原 潤・成田 滋彦
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�. 本報告書内で使用する､ スクリーントーン・表現方法・略称は以下のとおりである｡

(�) 図中で使用したスクリーントーン

(�) グリッドの呼称

(例) ＪＡ―213グリッド

(�) 図中､ 表中で使用した遺構の略称

｢第○号竪穴式住居跡｣→｢○住｣ ｢第○号土坑｣→｢○土｣ ｢第○号小ピット｣ → ｢ピット○｣

(�) 図中で使用したアルファベットを用いた略称

Ｐ…土器 S…石器 ＬB…ロームブロック

(�) 石器計測表中の器種の略称

｢不定形石器｣ → ｢不定形｣､ ｢半円状扁平打製石器｣ → ｢半円｣

(�) 石器計測表中の石質の略称

｢珪質頁岩｣ → ｢珪・頁｣ ｢頁岩｣ → ｢頁｣ ｢玉髄｣ → ｢玉｣ ｢砂岩｣ → ｢砂｣

｢安山岩｣ → ｢安｣ ｢泥岩｣ → ｢泥｣ ｢凝灰岩｣ → ｢凝｣ ｢閃緑岩｣ → ｢閃｣

｢輝緑凝灰岩｣ → ｢輝・凝｣ ｢変朽安山岩｣ → ｢変・安｣ ｢溶結凝灰岩｣ → ｢溶・凝｣

｢赤鉄鉱｣ → ｢赤｣

�. 出土遺物の分類

(�) 出土土器の分類 (�) 出土石器の分類

第Ⅰ群土器 縄文時代早期の土器 ・石鏃 ・石槍 ・石匙 ・石箆

第Ⅱ群土器 縄文時代前期の土器 ・不定形石器 ・その他の剥片石器

� 縄文時代前期前半の土器 ・剥片 ・石核 ・磨製石斧 ・石錘

� 縄文時代前期後半の土器 ・敲磨器類 ・半円状扁平打製石器

第Ⅲ群土器 縄文時代中期の土器 ・石皿

(�) 出土石器の掲載にあたり､ 点数が多数であるもの､ 欠損が激しいもの等は､ 一部を計測表の

記載に留めた｡
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平成12年度､ 土地所有者である手塚宇一郎氏の依頼を受けた木商建設より青森市教育委員会文化財課

へ､ 分譲宅地開発予定地である青森市安田字近野276－�の地点について埋蔵文化財包蔵地有無確認の

照会がなされた｡ 当委員会では､ 近野遺跡に該当し､ 事前の協議が必要との回答を行った｡ 協議の結果､

遺跡の現状保存が困難であり､ 事前の本発掘調査が必要と判断された｡ 工事予定地は､ 遺跡範囲の縁辺

部に相当し､ 内容確認のため､ 当委員会が試掘調査を実施することとなった｡

当委員会では､ 工事予定地8,364㎡を対象に平成12年10月16日～10月20日にわたり試掘調査を実施し､

縄文時代前期､ 中期の遺物及び遺構を確認し､ 工事予定地内について発掘必要対象区を設定した｡ (青

森市教育委員会 2001)

本発掘調査は､ 次年度に実施予定であったが､ 他事業との調整の結果､ 平成14年度に､ 実施すること

となった｡ 平成14年�月�日付けで委託契約を締結し､ 平成14年�月26日から�月18日までの期間､ 発

掘調査を実施した｡

��	 ����

�. 調 査 目 的

分譲宅地開発事業に係る造成工事に先立ち､ 工事予定地内に所在する埋蔵文化財包蔵地の発掘調

査を実施し､ 遺跡の記録保存を図り､ 地域社会の文化財の活用に資する｡

�. 遺跡名及び所在地

近野遺跡(ちかの)

青森市大字安田字近野276－�

�. 事業実施期間 平成14年�月�日～平成15年�月31日

(発掘調査期間 平成14年�月26日～平成14年�月18日)

�. 調 査 面 積 1,614㎡

�. 調査委託者 手 塚 宇一郎

�. 調査受託者 青森市教育委員会

�. 調査担当機関 青森市教育委員会文化財課

	. 調査指導機関 青森県教育庁文化財保護課

第Ⅰ章 調査の概要
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�. 予 算 措 置 調査委託者側で措置

10. 調 査 体 制

調査事務局 青森市教育委員会

教 育 長 角 田 詮二郎

教 育 部 長 大 柴 正 文

教 育 次 長 竹 内 徹

参 事・文 化 財 遠 藤 正 夫課長事務取扱

課 長 補 佐 工 藤 勝 則

主 査 木 浪 貴 子

文 化 財 主 事 小 野 貴 之 (調査担当)

〃 木 村 淳 一

〃 児 玉 大 成

〃 設 楽 政 健

主 事 足 澤 愛 子 (庶務担当)

��� ����

グリッドの設定は､ 青森県総合運動公園内で青森県が実施していた近野遺跡発掘調査におけるグリッ

ド設定を譲り受け､ それを拡張して調査区内に�ｍ×�ｍのメッシュを組んだ｡ グリッド杭の表示は､

ＩＴ－215を起点とし､ 北へ214､ 213…､ 南へ216､ 217…､ の順に算用数字を付し､ また､ 東へＪＡ､

ＪＢ…､ 西へＩＳ､ ＩＲ…､ の順にＡ～Ｔまでを組み合わせ､ アルファベットを付した｡

各グリッドの呼称は､ アルファベットと算用数字を組み合わせて示した｡ (凡例参照)｡ 北東隅のグリッ

ド杭の表示によるものとした｡

調査区域での測量原点 (Ｂ. Ｍ. ) は､ 市内浪館地区の青森市地盤沈下観測用水準点№64 (標高5.898ｍ)

より原点移動を行い､ 標高11.996ｍの原点 (Ｂ.Ｍ.�) を設置した｡ これを基準として調査区全域に対処

するため適宜数個所に設置した｡

各遺構は､ 種類別､ 確認順に�番から遺構番号を付した｡

遺構精査にあたっては､ 原則として�分法､ �分法を用いることとし､ その他必要に応じ土層観察用

のベルトを設定した｡

遺構の実測図作成においては､ 平面図､ 断面図を主体に作成した｡ また､ 遺構内出土遺物については､

必要に応じ､ 微細図､ 分布図を作成した｡ 実測にあたっては､ 基本的に簡易遣り方測量で行い､ 縮尺に

ついては､ 原則として20分の�としその他必要に応じ10分の�とした｡ 写真撮影については､ 土層断面､

完掘状況を主体に撮影し､ 必要に応じ､ 遺物出土状況を撮影した｡ フィルムは､ モノクロームとカラー

リバーサルを併用した｡

出土遺物の記録は､ 遺構内外の遺物ともに､ 必要に応じ出土状況図､ 分布図を作成し､ 出土位置を記

録した｡ 図面の縮尺については､ 基本的に20分の�もしくは10分の�とした｡ その他､ 必要に応じ写真

撮影を行った｡

第Ⅰ章 調査の概要
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出土遺物の取り上げに関して､ 遺構内出土遺物は､ 基本的に覆土の各層位毎に一括して取り上げた｡

遺構外出土遺物は､ 原則的にグリッド単位で層位毎に一括して取り上げた｡ 石器については原則的に､

加工痕､ 使用痕の認められるものを現地調査時に選択した｡

��� ����

�月26日 調査区域内の草刈を行い､ 調査の開始とした｡

�月31日 浪館地区の水準点より原点移動を行い調査区内に測量原点を設置した｡

�月�日 発掘作業員の雇用開始日であり､ 調査開始式を行い､ また､ 調査区内外の環境整備を行っ

た｡

�月�日 調査区南側より表土剥ぎを始めた｡

�月�日 表土剥ぎを終えた地点から遺構確認を行った｡

�月12日～15日までは､ お盆休みとし､ 現地調査を中断した｡

�月16日 現地調査を再開した｡ 盆休み前に確認していた遺構について精査を開始した｡

�月23日 第�号竪穴式住居跡より､ 住居跡の精査を開始した｡

�月27日 第�号竪穴式住居跡において､ 土器片囲炉を確認した｡

�月�日 調査区東側の調査が終了した｡ 以降調査区東側に排土移動を行い､ これまで､ 排土を仮置

きしていた､ 調査区中央部の表土剥ぎ､ 遺構確認作業を行い､ 随時遺構精査を進めた｡

�月18日 調査終了日であり､ 調査終了式を行い､ 現地調査を終了した｡

��� 	
��


��� 	
�������	


本遺跡が所在する青森市は､ 北の陸奥湾に面する青森平野とこれを取り囲む､ 東部の山地､ 南部に広

がる火山性台地､ 西部の丘陵地からなる｡ 本遺跡は､ 青森市西部の丘陵地の北東縁辺､ 開析の進んだ浪

館段丘上に位置する｡

調査対象区は､ 本遺跡の東端にあたり､ 地形的には､ 南西から北東に緩やかに下る斜面となっている｡

標高は､ �～13ｍである｡ 浪館段丘の低位段丘に相当すると思われる｡ 調査前には､ 休耕畑地となって

いた｡ 調査区外東側は､ 旧湿田及び廃材等による盛土であるが､ 当委員会が平成12年度に実施した試掘

調査において､ 現在の地表面から最深�ｍ以上に至る深い沢ないし谷状の地形となっていることが判明

した｡ 沖館川に流れ込む支流と思われる｡ 調査区も西側から東側は比較的緩やかな傾斜であるが､ 東側

は､ 沢に向かい幾分傾斜が強まっている｡

本遺跡は､ 青森市安田字近野及び三内字丸山に所在する｡ これまで総合運動公園建設等に係り度々の

発掘調査が実施されている｡ これまでの調査で縄文時代中期､ 後期､ 平安時代を主体とする遺構､ 遺物

が検出されている｡ 当委員会調査区の南側では､ 縄文時代後期の遺物包含層の他､ 平安時代の集落跡が

確認されている｡
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また､ 本遺跡の周囲にも多数の遺跡が所在しているが､ 比較的近辺の15個所の遺跡を図示した(第�

図)｡ 近年､ 遺跡の統合に伴い名称等が変更になった遺跡も多々見られる｡

本遺跡にほぼ隣接して�個所の遺跡がある｡ 北西側には国の特別史跡である三内丸山遺跡が所在する｡

旧小三内遺跡､ 旧三内丸山(�)､ (�)遺跡及び近野遺跡の一部が統合されている｡ また､ 西側には､ 三

内丸山(�)遺跡が所在する｡ 旧三内丸山(�)遺跡と統合されている｡ 調査において中期中葉､ 末葉の竪

穴住居跡等の遺構や縄文時代前期から後期､ 平安時代の遺物が確認されている｡ また､ 三内丸山遺跡の

西側､ 丘陵地上には､ 三内遺跡が所在している｡

本遺跡の東側には､ 本発掘調査は実施されていないが､ �個所の遺跡が所在する｡ 北東側には､ 縄文

時代前期の浪館(�)遺跡､ 縄文時代中期､ 晩期の浪館(�)遺跡､ 平安時代の三内丸山(�)遺跡が所在す

る｡ なお､ 三内丸山(�)遺跡は､ 名称が旧三内丸山(�)遺跡から変更となっている｡ 南東側には､ 縄文

時代前期の安田近野(�)遺跡､ 安田近野(�)遺跡､ 安田(�)遺跡が所在する｡ 安田近野(�)遺跡では､

土師器片が採取されたとの報告も見られる｡ また､ 平成�年度に旧安田水天宮(�)遺跡から名称が変更

されている｡

本遺跡の北東､ 三内丸山遺跡を挟んだ沖館川北側には三内沢部(�)遺跡が所在している｡ 縄文土器片

及び土師器片が確認されている｡ 三内沢部(�)遺跡の西側､ 現在のインターチェンジ付近には､ 三内沢

部(�)遺跡が所在しており､ 縄文時代前期中葉円筒下層ｂ式期の遺物包含層や中期中葉､ 末葉の集落跡

が確認されている｡

本遺跡南側の丘陵地上には､ 三内丸山(�)遺跡､ 安田(�)遺跡､ 栄山(�)遺跡､ 細越館遺跡が所在し

ている｡ 近年では､ 縦貫自動車道建設に係る発掘調査が行われている｡ 三内丸山(�)遺跡では､ 縄文時

代中期､ 後期の集落跡が検出されている｡ また､ 縄文時代早期から晩期､ 平安時代の遺物が出土してい

る｡ 安田(�)遺跡では､ 鉄生産に係る鍛冶炉を有する住居跡など平安時代の集落や縄文時代中期､ 後期

の住居跡が検出されている｡ また､ 弥生時代の遺物が出土している｡ また､ 平成�年度に旧安田水天宮

(�)遺跡と統合されている｡ 栄山(�)遺跡では､ 縄文時代前期､ 後期､ 平安時代の竪穴住居跡や､ 落と

し穴と考えられる土坑が検出されている｡ なお､ 三内丸山(�)遺跡は､ 安田(�)遺跡の一部及び旧三内

丸山(�)遺跡と統合されている｡
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遺跡番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代
011 浪館(�)遺跡 三内字丸山 縄文(前)
012 浪館(�)遺跡 浪館字平岡 縄文(中・晩)
014 安田近野(�)遺跡 安田字稲森 縄文(後)
015 安田(�)遺跡 安田字近野 縄文(前)
016 安田(�)遺跡 安田字近野､ 細越字栄山 縄文(前・後)
019 三内遺跡 三内字丸山 縄文､ 平安
021 三内丸山遺跡 安田字近野 縄文(前・中・後)､ 平安
065 近野遺跡 三内字丸山､ 安田字近野 縄文(前・中・後・晩)
066 細越館遺跡 細越字栄山 平安
213 栄山(�)遺跡 細越字栄山 縄文(前～後)､ 弥生､ 平安
239 三内沢部(�)遺跡 三内字沢部 縄文､ 平安
248 三内丸山(�)遺跡 三内字丸山 平安
250 三内丸山(�)遺跡 三内字丸山 縄文(前・晩)
282 三内丸山(�)遺跡 三内字丸山 縄文(中・後)
309 安田近野(�)遺跡 安田字近野 縄文(前)
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基本層序１(ＪＡ・ＪＢ－215)
11.396ｍ 11.096ｍ

12.148ｍ 11.196ｍ

Ⅰ

Ⅳ
Ⅴ

ⅤⅤ
Ⅰ

Ⅰ

Ⅴ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

基本層序２(ＪＣ－215)

基本層序３(ＩＪ－204､ 205) 基本層序４(ＩＪ・ＪＡ－207)

��� ����

調査区域の基本層序は､ 次のとおりである｡

第Ⅰ層 黒褐色土 (主に10YR2／2) 表土､ 耕作土である｡ 重機等によると思われる削平の痕跡が下

位の層との間に明瞭である｡

第Ⅱ層 黒色土 (10YR2／1) ＪＣ－215グリッドのみの確認である｡

第Ⅲ層 暗褐色土 (10YR3／3) ＪＣ－215グリッドのみの確認である｡

第Ⅳ層 黒褐色土(主に10YR2／3) 縄文時代の遺物を包含する｡

第Ⅴ層 漸移層

第Ⅵ層 地山として一括した｡ 上位には､ 月見野火山灰に相当すると思われる黄褐色浮石質火山灰が

堆積する｡ 下位には､ 大谷火山灰と思われる赤褐色粘土質火山灰が堆積する｡

調査区は､ 畑地であったためか､ グリッドラインＩＴ以西の大半は､ およそ10～30㎝の層厚で堆積す

る第Ⅰ層下において第Ⅴ層ないし第Ⅵ層まで削平を受けていた｡ 地点によっては､ 最大�～10㎝ほど､

第Ⅳ層が堆積する状況を確認したが､ ごく部分的なものに留まる｡ また､ ＩＴライン以東については､

調査区外の沢地形に至る斜面となっており地表面から第Ⅵ層上面まで最大約80㎝に至るが､ 耕作の影響

が第Ⅳ層中まで見られた｡ そのため､ 第Ⅱ層､ 第Ⅲ層は､ 土地境界付近のため耕作が深く至っていない､

ＪＣ－215グリッドにおいてのみの確認である｡
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第�号竪穴式住居跡 (第�図)

[位置・確認層] ＩＰ・ＩＱ－213､ 214グリッドに位置する｡ 第Ⅴ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は隅丸長方形で､ 長軸330㎝､ 短軸252㎝､ 深さ26㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[床] 若干の起伏を有するが､ ほぼ平坦である｡

[柱穴] �基のピットを確認した｡ 配置より主柱穴の可能性が考えられる｡ 床面からの深さは､ ピット

�が25㎝､ ピット�が14㎝である｡

[炉] なし｡

[その他の附属施設] なし｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] 土器は､ 第�層より第Ⅱ群土器 (第10図�～21)､ ピット�第�層より第Ⅱ群土器 (第10

図�) が出土している｡ 石器は､ 第�層より石匙が�点 (第14図�)､ 不定形石器が�点 (第14図�)､

石核が�点､ 敲磨器類が�点 (第15図�) 出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期後半以降の可能性が考えられる｡

第�号竪穴式住居跡 (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ－212､ 213グリッドに位置する｡ 第Ⅴ層､ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は楕円形で､ 長軸302㎝､ 短軸226㎝､ 深さ25㎝である｡

[壁] 全体として外側へ緩やかに立ち上がる｡ 東側は､ 壁を確認していない｡

[床] 若干の起伏が有するがほぼ平坦である｡

[柱穴] 15基のピットを確認した｡ ピット�､ �､ �､ �は､ 配置より主柱穴の可能性が考えられる｡

ピット10～13等壁際に位置する�基のピットは､ 壁柱穴と思われる｡ 床面からの深さは､ ピット�が

�㎝､ ピット�が23㎝､ ピット�が25㎝､ ピット�が22㎝､ ピット�が�㎝､ ピット�が14㎝､ ピット

�が	㎝､ ピット	が�㎝､ ピット�が�㎝､ ピット10が10㎝､ ピット11が10㎝､ ピット12が�㎝､ ピッ

ト13が�㎝､ ピット14が�㎝､ ピット15が�㎝である｡

[炉] 明確に炉と思われる施設は確認していないが､ 床面中央部に位置するピット�は､ 規模､ 配置よ

り炉の可能性が考えられる｡

[その他の附属施設] なし｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] 土器は､ 覆土より第Ⅱ群土器 (第11図23～25､ 30)､ 第Ⅲ群土器 (第11図26～29)､ ピット
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�第�層より第Ⅱ群土器 (第11図22) が出土している｡ 石器は､ 覆土より敲磨器類が�点 (第15図�)

出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代中期末葉以降の可能性が考えられる｡

第�号竪穴式住居跡 (第�図)

[位置・確認層] ＩＮ・ＩＯ－206グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な楕円形で､ 長軸295㎝×短軸259㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[床] 起伏が見られるが全体として平坦である｡

[柱穴] �基のピットを確認した｡ ピット�は配置より主柱穴の可能性が考えられる｡ ピット�～�は､

壁柱穴と思われる｡ 床面よりの深さは､ ピット�が�㎝､ ピット�が22㎝､ ピット�が�㎝､ ピット�

が�㎝である｡

[炉] 床面中央部から北西よりで土器片囲炉を確認した｡

[その他の附属施設] なし｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�､ �層は黒色土が堆積し､ ローム､ 炭化物を微量含む｡ 自然堆積と思

われる｡ 第�層は､ 暗褐色土が堆積し､ ロームを少量含む｡ 自然堆積と思われる｡ なお､ 第�層と第�

層の間には､ 焼土ブロックが住居跡東側で広範囲に広がっており廃棄されたものと考えられる｡

[出土遺物] 土器は､ 第�層より第Ⅱ群土器 (第11図36)､ 覆土より第Ⅱ群土器 (第11図38､ 42)､ 第Ⅲ

群土器 (第11図37､ 39～41､ 43～46)､ 炉覆土より第Ⅲ群土器 (第11図31～35) が出土している｡

[時期] 土器片囲炉に用いられた土器から､ 縄文時代中期末葉の竪穴式住居跡である｡

第�号竪穴式住居跡 (第�図)

[位置・確認層] ＩＴ・ＪＡ－209グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不明で､ 最長257㎝､ 深さ18㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[床] 若干の起伏が見られる｡ また､ 西側から東側へ傾斜が見られる｡

[柱穴] �基のピットを確認した｡ ピット�､ �は､ 配置より主柱穴の可能性が考えられる｡ 床面から

の深さは､ ピット�が�㎝､ ピット�が14㎝､ ピット�が10㎝である｡

[炉] 明確に炉と思われる施設は確認していないが､ ピット�は､ 規模､ 配置より炉の可能性が考えら

れる｡

[その他の附属施設] なし｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 暗褐色土が堆積しロームを少量含む｡ 自然堆積と思われる｡ 第

�層は､ 暗褐色土と褐色土の混合土が堆積する｡ 壁面の崩落土の可能性が考えられる｡

[出土遺物] 土器は､ 第�層より第Ⅱ群土器 (第11図47) が出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期後半以降の可能性が考えられる｡
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第�号竪穴式住居跡 (第�図)

[位置・確認層] ＩＮ－210､ 211グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形と思われ､ 残存最大幅は302㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[床] 若干の起伏が見られるが､ ほぼ平坦である｡

[柱穴] �基のピットを確認した｡ ピット�は配置より主柱穴の可能性が考えられる｡ 床面からの深さ

は､ ピット�が21㎝､ ピット�が�㎝である｡

[炉] なし｡

[その他の付属施設] なし｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ローム､ 炭化物を微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] 土器は､ 覆土より第Ⅱ群土器 (第11図48～63) が出土している｡ 石器は､ 覆土より不定形

石器が�点 (第14図�) 出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期後半以降の可能性が考えられる｡

第�号竪穴式住居跡 (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ・ＩＴ－209グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は楕円形と思われ､ 残存部最大幅は352㎝､ 深さ12㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[床] 若干の起伏が見られるがほぼ平坦である｡

[柱穴] �基のピットを確認した｡ ピット�､ 	は配置より主柱穴の可能性が考えられる｡ ピット�～

�は壁柱穴と思われる｡ 床面からの深さは､ ピット�が�㎝､ ピット�が�㎝､ ピット�が19㎝､ ピッ

ト	が13㎝､ ピット�が16㎝､ ピット�が�㎝､ ピット�が11㎝､ ピット�が10㎝である｡

[炉] 明確に炉と思われる施設は確認していないが､ ピット�､ �は規模､ 配置より炉の可能性が考え

られる｡

[その他の付属施設] なし｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ロームを少量､ 炭化物を微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] 土器は､ 覆土より第Ⅱ群土器 (第11図64～67) が出土している｡ 石器は､ 第�層より不定

形石器が�点(第14図	)出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期後半以降の可能性が考えられる｡
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第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＪＡ－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は楕円形で､ 開口部は90㎝×80㎝､ 底面は72㎝×64㎝､ 深さは25㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 暗褐色土が堆積し､ ローム､ 炭化物を微量含む｡ 自然堆積と思

われる｡ 第�層は､ 黄褐色土と褐色土の混合土である｡ 壁面直上からの崩落土の可能性が考えられる｡

[出土遺物] 第�層より破損した石皿が�点 (第15図�) 出土している｡

[時期] 不明である｡

第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＩＴ－213､ 214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形で､ 開口部は長径107㎝､ 底面は長径98㎝､ 深さは11㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 若干丸みを帯びる｡ また､ 西側から東側へ若干の傾斜が見られる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 黒褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

第�層は､ 黄色褐色土と褐色土の混合土である｡ 掘りすぎた可能性もある｡

[出土遺物] 第�層より第Ⅱ群土器 (第12図68) が出土している｡

[時期] 出土遺物より縄文時代前期後半以降の可能性が考えられる｡

第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＪＡ－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な楕円形で､ 開口部は125㎝×67㎝､ 底面は116㎝×60㎝､ 深さは16㎝で

ある｡

[壁] やや外側へ直線的に立ち上がる｡

[底面] 起伏が見られる｡ また､ 全体として西側から東側への傾斜が見られる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 黒褐色～暗褐色土が堆積し､ ローム､ 炭化物を少量ないし微量含む｡ 自然

堆積と思われる｡

[出土遺物] 第�層より第Ⅱ群土器(第12図69～71)が出土している｡

[時期] 出土遺物より縄文時代前期前半以降の可能性が考えられる｡

第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ－212グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡
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[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な楕円形で､ 開口部は102㎝×88㎝､ 底面は86㎝×78㎝､ 深さは22㎝で

ある｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] ほぼ平坦である｡ 西側から東側へ若干の傾斜が見られる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 褐色土が堆積する｡ 人為堆積と思われる｡ 第�層は､ 暗褐色土

が堆積し､ ロームを少量含む｡ 壁面からの崩落土の可能性が考えられる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡

第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ・ＩＴ－205､ 206グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は円形で､ 開口部は長径125㎝､ 底面は長径115㎝､ 深さは16㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] ほぼ平坦である｡ 西側から東側へ若干の傾斜が見られる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 暗褐色土が堆積し､ ローム､ 炭化物を微量含む｡ 自然堆積と思

われる｡ 第�層中のロームブロックは､ 壁面直上からの崩落土の可能性が考えられる｡ 第�層は､ 黄褐

色土が堆積し､ ロームを多量含む｡

[出土遺物] 覆土より第Ⅱ群土器 (第12図72) が出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期末葉以降の可能性が考えられる｡

第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＪＡ－213グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形で､ 開口部は長径86㎝､ 底面は長径58㎝､ 深さは25㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] ほぼ平坦である｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�､ �層は､ 黒褐色～暗褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積

と思われる｡ 第�層は､ 黄褐色土が堆積し､ ロームを少量含む｡ 壁面からの崩落土の可能性が考えられ

る｡

[出土遺物] 覆土より第Ⅱ群土器 (第12図73～77)､ 及び不定形石器が�点 (第14図�) 出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期後半以降の可能性が考えられる｡

第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＪＢ－215､ 216グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形で､ 開口部は長径96㎝､ 底面は長径75㎝､ 深さは19㎝である｡
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[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] ほぼ平坦である｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�､ �層は､ 黒褐色～暗褐色土が堆積し､ ロームを少量ないし微量含む｡

自然堆積と思われる｡ 第�層は､ 黄褐色土が堆積する｡ 壁面からの崩落土の可能性が考えられる｡

[出土遺物] 第�層より第Ⅱ群土器 (第12図78) が出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期後半以降の可能性が考えられる｡

第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＪＡ－213グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は円形で､ 開口部は91㎝､ 底面は長径83㎝､ 深さは10㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 若干の起伏が見られる｡ また､ 西側から東側へ傾斜が見られる｡ 底面南壁際及び西壁よりに底

面ピットを有する｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ 炭化物を微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] 覆土より第Ⅱ群土器 (第12図79～84) が出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代中期末葉以降の可能性が考えられる｡

第�号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＪＡ－211グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は楕円形で､ 開口部は66㎝×51㎝､ 底面は44㎝×23㎝､ 深さは15㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 黒褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

第�層は､ 暗褐色土が堆積し､ ロームを中量含む｡ 人為堆積と思われる｡

[出土遺物] 覆土より第Ⅱ群土器 (第12図85､ 86) が出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期後半以降の可能性が考えられる｡

第10号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＩＬ－203､ 204グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は円形で､ 開口部は長径78㎝､ 底面は長径64㎝､ 深さは10㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 若干丸みを帯びる｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ローム､ 炭化物を微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡
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第11号土坑 (第�図)

[位置・確認層] ＩS－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形で､ 開口部は長径46㎝､ 底面は長径37㎝､ 深さは14㎝である｡

[壁] 外側へ直線的に立ち上がる｡

[底面] ほぼ平坦である｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�､ �層は､ 暗褐色土が堆積し､ ロームを少量ないし微量含む｡ 自然堆

積と思われる｡ 第�､ �層は､ 暗褐色～黄褐色土が堆積し､ 暗褐色土はロームを中量含む｡ 人為堆積と

思われる｡

[出土遺物] 覆土より第Ⅲ群土器 (第13図87～94)､ 及び破損した石皿が�点 (第15図10) 出土してい

る｡

[時期] 出土土器より縄文時代中期末葉と思われる｡

������

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な楕円形で､ 開口部は32㎝×28㎝､ 底面は24㎝×19㎝､ 深さは19㎝であ

る｡

[壁] やや外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 暗褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

第�､ �層は､ 黒色～褐色土が堆積する｡ 崩落土の可能性が考えられる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＲ・ＩＳ－215グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は円形で､ 開口部は長径47㎝､ 底面は長径28㎝､ 深さは23㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積する｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡
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[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は楕円形で､ 開口部は33㎝×27㎝､ 底面は長径18㎝､深さは21㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積する｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形で､ 開口部は長径28㎝､ 底面は長径14㎝､ 深さは27㎝である｡

[壁] やや外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 暗褐色土が堆積し､ ロームを少量含む｡ 自然堆積と思われる｡

第�層は､ 黄褐色土が堆積し､ ロームを中量含む｡ 人為堆積と思われる｡

[出土遺物] 覆土より石箆が�点 (第14図�)､ 不定形石器が�点出土している｡

[時期] 不明である｡

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＴ－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は円形で､ 開口部は長径22㎝､ 底面は長径12㎝､ 深さは43㎝である｡

[壁] やや外側へ直線的に立ち上がる｡

[底面] ほぼ平坦である｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ロームを少量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＴ－215グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形で､ 開口部は長径34㎝､ 底面は長径14㎝､ 深さは26㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] �層に分層した｡ 第�層は､ 褐色土が堆積する｡ 崩落土の可能性が考えられる｡ 第�層は､

暗褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] なし｡
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[時期] 不明である｡

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な楕円形で､ 開口部は長径28㎝､ 底面は長径22㎝､ 深さは22㎝である｡

[壁] やや外側へ直線的に立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ローム､ 炭化物を微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ－213､ 214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は楕円形で､ 開口部は21㎝×17㎝､ 底面は長径13㎝､ 深さは�㎝である｡

[壁] 外側へ緩やかに立ち上がる｡

[底面] 丸みを帯びる｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] 覆土より第Ⅱ群土器 (第13図95) が出土している｡

[時期] 出土土器より縄文時代前期前半以降と思われる｡

第�号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＳ－214グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形で､ 開口部は長径25㎝､ 底面は長径18㎝､ 深さは10㎝である｡

[壁] 外側へ直線的に立ち上がる｡

[底面] ほぼ平坦である｡ 北側から南側へ若干の傾斜が見られる｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ロームを微量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] 覆土より磨製石斧が�点 (第15図11) 出土している｡

[時期] 不明である｡

第10号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＱ－213グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な円形で､ 開口部は長径18㎝､ 底面は長径�㎝､ 深さは16㎝である｡

[壁] 外側へ直線的に立ち上がる｡

[底面] 西側から東側へ傾斜が見られる｡
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[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ロームを中量含む｡ 人為堆積と思われる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡

第11号小ピット (第�図)

[位置・確認層] ＩＲ－212グリッドに位置する｡ 第Ⅵ層において確認した｡

[重複] なし｡

[平面形・規模] 平面形は不整な楕円形で､ 開口部は長径21㎝､ 底面は長径17㎝､ 深さは13㎝である｡

[壁] 外側へ直線的に立ち上がる｡

[底面] 西側から東側へ傾斜が見られる｡

[堆積土] 暗褐色土が堆積し､ ロームを少量含む｡ 自然堆積と思われる｡

[出土遺物] なし｡

[時期] 不明である｡
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第第３３層層 ににぶぶいい黄黄褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ44／／33)) ロローームム粒粒少少量量

ＪＪＡＡ－－221155

ＡＡ

ＢＢ

ＣＣ

ＤＤ
ＣＣ

ＤＤ

1100..775566ｍｍ
１１

２２３３

1100
..77
5566
ｍｍ

第第１１層層 黒黒褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／22)) ロローームム粒粒微微量量
第第２２層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒少少量量
第第３３層層 ににぶぶいい黄黄褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ44／／33)) ロローームム粒粒少少量量､､ ＬＬＢＢ微微量量

ＢＢ

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) 炭炭化化物物微微量量

第第１１層層 黒黒褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ22／／33)) ロローームム粒粒微微量量
第第２２層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／44)) ロローームム粒粒中中量量

ＢＢＡＡ

ＣＣ

ＡＡ

調調査査区区外外 調調 査査 区区 外外

ＤＤ ＤＤ

ＡＡ

ＡＡ

ＢＢ

ＢＢ

ＣＣ

１１ １１ ２２
２２

1111
..33
3366
ｍｍ

ＣＣ

1111..333366ｍｍ
1111..555566ｍｍ

1111
..55
5566
ｍｍ

ＣＣ
ＤＤ

ＣＣ
ＤＤ

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ

ＩＩ
ＴＴ
－－
221111��
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ＡＡ ＢＢ

ＤＤ
ＣＣ

1111..776688ｍｍ １１

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒・・炭炭化化物物微微量量

ＩＩＬＬ－－220044

ＣＣ
ＤＤ

1111
..77
6688
ｍｍ ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ1111..994488ｍｍ
２２ ３３ １１４４

ＡＡ ＢＢ

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒少少量量
第第２２層層 ににぶぶいい黄黄褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ44／／33)) ロローームム粒粒少少量量
第第３３層層 暗暗褐褐色色土土 ((77..55ＹＹＲＲ33／／44)) ロローームム粒粒中中量量
第第４４層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒微微量量

ＩＩＲＲ－－221144

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ1122..002288ｍｍ

２２
３３１１

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒微微量量
第第２２層層 黒黒色色土土 ((1100ＹＹＲＲ22／／11))
第第３３層層 褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ44／／66)) ロローームム粒粒少少量量

ＩＩＲＲ－－221155

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1122..112288ｍｍ

１１

ＩＩＲＲ－－221155

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33))

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1122..004488ｍｍ

１１

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒微微量量

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1111..996688ｍｍ

１１
２２

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒少少量量
第第２２層層 ににぶぶいい黄黄褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ44／／33)) ロローームム粒粒中中量量

ＩＩＳＳ－－221144

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1111..776688ｍｍ

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒少少量量

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1111,,778888ｍｍ

１１

第第１１層層 褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ44／／66)) 炭炭化化物物微微量量
第第２２層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒微微量量

ＩＩＳＳ－－221144

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1111,,994488ｍｍ

１１

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒・・炭炭化化物物微微量量

ＩＩＳＳ－－221144
ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1111..994488ｍｍ

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒微微量量

ＩＩＳＳ－－221144

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1111..996688ｍｍ ＳＳ

１１

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒微微量量

ＩＩＰＰ－－221133

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1122..448888ｍｍ

第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒中中量量

ＡＡ ＢＢ

ＡＡ ＢＢ
1122..114488ｍｍ

１１

１１ 第第１１層層 暗暗褐褐色色土土 ((1100ＹＹＲＲ33／／33)) ロローームム粒粒少少量量

ＢＢＡＡ

１１

１１

ホホリリススギギ

２２
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１１((４４住住))

２２((２２住住・・３３住住))

３３((２２住住・・３３住住))

４４((１１住住))
５５((１１住住))

６６((１１住住))

７７((１１住住))

８８((１１住住))
９９((１１住住))

1100((１１住住))

1111((１１住住))

1122((１１住住))

1133((１１住住)) 1144((１１住住))

1155((１１住住))

1166((１１住住)) 1177((１１住住))

1188((１１住住))
1199((１１住住))

2200((１１住住))
2211((１１住住))
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2222((２２住住))
2233((２２住住))

2244((２２住住)) 2255((２２住住))
2266((２２住住))

2277((２２住住))

2288((２２住住))

2299((２２住住))

3300((２２住住))
3311((３３住住)) 3322((３３住住)) 3333((３３住住))

3344((３３住住)) 3355((３３住住))
3366((３３住住))

3377((３３住住))
3388((３３住住))

3399((３３住住))

4400((３３住住))
4411((３３住住))

4422((３３住住))

6622((５５住住))

4433((３３住住))

6633((５５住住))

4444((３３住住))

6644((６６住住))

4455((３３住住))

6655((６６住住))

4466((３３住住))

6666((６６住住))

4477((４４住住))

6677((６６住住))

4488((５５住住))
4499((５５住住))

5500((５５住住))

5511((５５住住))

5522((５５住住)) 5533((５５住住)) 5544((５５住住))

5555((５５住住))
5566((５５住住))

5577((５５住住)) 5588((５５住住)) 5599((５５住住))

6600((５５住住))
6611((５５住住))
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6688((２２土土)) 6699((３３土土))
7700((３３土土))

7711((３３土土))

7722((５５土土))

7733((６６土土))
7744((６６土土))

7755((６６土土))

7766((６６土土)) 7777((６６土土)) 7788((７７土土))

7799((８８土土))

8800((８８土土)) 8811((８８土土)) 8822((８８土土))
8833((８８土土))

8844((８８土土)) 8855((９９土土))
8866((９９土土))
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8877((1111土土))

8888((1111土土))

8899((1111土土))

9900((1111土土))

9911((1111土土))

9922((1111土土))

9933((1111土土))

9944((1111土土)) 9955((ピピッットト８８))
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１１((１１住住))

３３((５５住住))

４４((６６住住)) ５５((ピピッットト４４))

６６((６６土土))

２２((１１住住))
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７７((１１住住)) ８８((２２住住))

９９((１１土土))

1100((1111土土))

1111((ピピッットト９９))
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本遺跡で遺構内外より出土した土器は下記のように分類した｡

第Ⅰ群土器 縄文時代早期の土器

第Ⅱ群土器 縄文時代前期の土器

� 縄文時代前期前半の土器

� 縄文時代前期後半の土器

第Ⅲ群土器 縄文時代中期の土器

土器は､ 遺構内外出土を合わせ､ 段ボール箱換算で13箱が出土している｡ うち､ 第Ⅱ群�類土器が最

も多数であり､ 第Ⅱ群�類土器及び第Ⅲ群土器がそれに次ぐ出土である｡

第Ⅰ群土器(第16図�)

�点のみの出土である｡ 胴部片と思われる｡ 貝殻腹縁刺突文をほぼ横位平行に連続し施している｡ 早

期中葉の土器と思われる｡

第Ⅱ群土器

� 縄文時代前期前半の土器(第10図13､ 14､ 16､ 第11図22､ 23､ 55､ 第12図68～70､ 72､ 77､ 85､

第13図95､ 第16図�～10､ 12～19､ 第17図20～43､ 第18図44～61)

おおむね前期前半の早稲田�類土器と思われるものである｡

第16図�～10､ 12～16は､ 口縁部片である｡ 半裁竹管状工具の押引による沈線を数条平行に施してい

る｡ 12､ 13は､ 口縁部が波状を呈するが､ 口縁に沿った沈線文下に充填するようにほぼ横位の沈線文を

施している｡ 地文には､ 横位にＬＲ縄文が施されている｡ 第16図17は､ 口縁部最上に弧状に､ またその

下に斜位に沈線文が施されている｡ 第16図18は口縁部に竹管状工具の端部を刺突している｡

第16図19は､ 口縁部にＬＲ縄文によるループ文が�条横位に施されている｡

第17図20～41は､ 胴部片である｡ 第17図20～29は､ 押引沈線文と単節縄文によるループ文や縄端回転

文が施されている｡ 第17図33～40は､ 単節縄文によるループ文や縄端回転文が横位に施されている｡

第17図31､ 32は､ 半裁竹管状工具による刺突文が横位､ 横位及び斜位に施されている｡

第17図42､ 43､ 第18図44～61は底部片である｡ いずれも尖底と思われる｡ 第18図44､ 46､ 53､ 54､ 56､

57､ 59は押引沈線文を横位に､ 第17図43､ 第18図47､ 55､ 60､ 61は縦位に､ 第18図45は斜位及び横位に

それぞれ施している｡ 第18図48～52､ 54､ 57､ 58は､ 地文に単節縄文が第18図57のみ縦位に､ 他は横位

に施される｡

� 縄文時代前期後半の土器(第10図�～12､ 15､ 17～21､ 第11図24､ 25､ 30､ 36､ 38､ 42､ 47～54､

56～67､ 第12図71､ 73～76､ 78､ 80～84､ 86､ 第16図�､ 第18図62～67､ 第19図68～86､ 第20図87～94)

おおむね前期後半の円筒下層式土器と思われるものである｡

第18図62～67は､ 口縁部片である｡ 第18図62､ 64～67は､ 口縁部に結節回転文を横位に施して
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いる｡ 地文には､ ＲＬ縄文やＲＬＲ縄文を横位､ 斜位に施している｡ 第18図63は､ 地文にＲＬ縄文を横

位に施し､ また､ ＲＬ原体を横位､ 縦位に押圧し口縁部としている｡ 円筒下層ａ式土器と思われる｡

第19図68～84は､ 口縁部片である｡ 第19図68は､ 口縁部に結節回転文を横位に施している｡ 地文には

単軸絡条体第�類の回転文が縦位に施される｡ 第19図69～71は､ 口縁部に結節回転文を施し､ 区画文と

して隆帯文を横位に施している｡ 第19図69､ 70には､ 太い隆帯が施されている｡ 隆帯外面には､ 横位の

ＲＬＲ原体押圧､ 指頭押圧が施される｡ 地文には､ ＲＬＲ縄文が横位ないし斜位に施される｡ 第19図72

～84は､ 口縁部に単軸絡条体の回転文が横位に施される｡ 単軸絡条体は､ 第�類､ 第�類､ 第�類､ 第

�Ａ類が見られる｡ 地文には､ 縦走､ 斜走するＲＬ縄文やＲＬＲ縄文が施されるもの､ 単軸絡条体回転

文が縦位に施されるものがある｡ 第19図72～75､ 77､ 79～82には､ 区画として隆帯が施される｡ 第18図

82の隆帯上下には､ 横位に沈線文が施される｡ おおむね前期中葉の円筒下層ｂ式土器と思われる｡

第19図85､ 86は､ 口縁部片である｡ 口縁部にＬ､ ＬＲ原体を横位に押圧している｡ おおむね前期末葉

の円筒下層ｄ�式土器と思われる｡

第20図87､ 88は､ 口縁部片である｡ 波状を呈する｡ 口縁部に､ 縄､ 絡条体の押圧の他､ 橋状把手､ ボ

タン状貼付が施される｡ おおむね前期末葉の円筒下層ｄ�式土器ないし中期初頭の土器と思われる｡

第20図89～94は､ 円筒下層式土器と思われるものである｡ 第20図89は波状を呈する口縁部片である｡

地文は､ 斜走するＲＬＲ縄文が施される｡ 第20図90は､ 横位の隆帯文下に横位の沈線文と結節回転文が

施されている｡ 第20図91は､ 胴部に斜位の単軸絡条体回転文が施されている｡ 第20図92は､ 皿ないし浅

鉢を呈すると思われる器形を有する｡ 第20図93､ 94は､ 底面にＲＬＲ縄文､ 絡条体回転文が施されてい

る｡

第Ⅲ群土器(第10図�～�､ 第11図26～29､ 31～35､ 37､ 39～41､ 43～46､ 第13図87～94､ 第16図11､

第20図95～102､ 第21図103～121)

第20図95は､ 口縁部片である｡ 口唇部に横位隆帯が施され､ Ｌ原体を縦位に押圧した刻目が見られる｡

口縁部には､ Ｌ､ Ｒ原体を�条組み合わせた横位及び鋸歯状の押圧が施される｡ 円筒上層ａ式土器と思

われる｡

第20図96～102､ 第21図103～104は､ 波状を呈する口縁部片である｡ いずれも口唇部及び隆帯外面に､

ＬないしＲ原体押圧による縦位の刻目が施される｡ 口縁部には､ 隆帯の他､ Ｌ､ Ｒ原体による馬蹄状､

弧状の連続した押圧や､ 数条を一組とした横位や隆帯に沿った押圧が施される｡ 胴部施文が確認できる

ものは､ 横位にＲＬ縄文や､ 単節縄文による結束第一種､ 結束第二種を施している｡

第21図105､ 107､ 108は､ 口縁部片である｡ 第21図105は､ 隆帯を上部は波状にその下部は横位に施文

し､ 外面にはＬ原体押圧による刻目が見られる｡ 口唇断面は､ 肥大せず丸みを帯びている｡ 第21図107､

108は､ 口縁部に縄端による連続した刺突文が見られる｡ おおむね円筒上層ｂ式土器と思われる｡

第21図106は口縁部片､ 第21図109は､ 胴部片である｡ いずれも胴部に単節縄文による横位の結束第一

種を施している｡ また､ 第21図106の口唇部には外面にＬ原体押圧を施す横位の隆帯を施している｡ 円

筒上層式土器と思われる｡

第11図31は､ 胴部片である｡ �､ �条の平行沈線文により渦巻文を構成するものと思われる｡ 榎林式

土器と思われる｡

第13図91は､ 折返し口縁下に竹管状工具による円形刺突が施され､ 胴部には､ �条の沈線による縦位
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の長楕円形文が連続して施されている｡ また､ 上部が内傾する器形を有する｡ 第13図92､ 第21図114､ 1

15は､ 沈線により懸垂文が施されている｡ 最花式土器と思われる｡

第10図�､ �は､ 波状を呈する折返口縁下に縦位､ 横位のＲＬ縄文､ 右下がりの絡条体回転文を施し

ている｡ 第13図87は横位のＲＬ縄文を施しており､ 中位が膨らみ上部が内傾する器形を有する｡ 第13図

90は､ 平坦な折返口縁を有し､ ＲＬ縄文を横位に施している｡ また､ 第13図87､ 90は第11号土坑におい

て最花式土器と共伴している｡ 第11図32､ 33は､ 弧状の沈線が施されている｡ 第13図88､ 89､ 第21図11

1～113は､ 口縁部片である｡ 折返口縁下に胴部施文として横位ないし斜位の単節縄文が施される｡ 第21

図117～121は､ 胴部片である｡ 横位の単節縄文や横位にＬ原体を回転施文している｡ 第21図120は､ 上

部が無文である｡ これらは最花式土器ないし中期末葉の土器と思われる｡
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��� �

本遺跡で遺構内外より出土した石器は､ 下記のとおりである｡ 遺構内より18点､ 遺構外より223点､

計241点が出土している｡ (赤鉄鉱を除く)

・石鏃・石槍・石錐・石匙・石箆・不定形石器・その他の剥片石器・剥片・石核・磨製石斧・石錘

・敲磨器類・半円状扁平打製石器・石皿

石鏃(第22図�～�)

�点出土している｡ 第22図�～�は､ 無茎凹基である｡ 第22図�は､ やや荒い調整が見られる｡ 第22

図�は､ 一部欠損しているが､ 円基もしくは尖基と思われる｡

石槍(第22図�～�)

�点出土している｡ 第22図�､ �は､ 細長い形状である｡ 端部には摩滅痕が認められる｡ 第22図�は､

幅広い形状である､ 器体全面に調整が見られる｡ また､ 茎部を有する｡

石錐(第23図�､ �)

	点出土している｡ 第22図�は素材の周縁及び刃部に調整が認められる｡ 第23図�は､ 素材の形状を

利用し､ 突出部を作り､ その後錐部のみに調整が認められる｡

石匙(第14図	､ 第23図10～13､ 第24図14～19､ 第25図20～25､ 第26図26～29)

28点出土している｡ 第14図	､ 第23～26図10～27は縦形､ 第26図28､ 29は横形である｡ 縦型のものに

は､ 細身で両側縁が直線的なもの(第24図14～16､ 18､ 19)､ 細身で両側縁が曲線的なもの(第24図17)､

第25図25)､ 細身で片側の側縁が直線的､ もう一方の側縁が曲線的なもの(第23図10､ 12､ 13)､ 幅広で

両側縁が直線的なもの(第25図21～23)､ 幅広で両側縁が曲線的なもの(第26図27)､ 幅広で､ 欠損等の影

響かもしれないが抉りの見られるもの(第25図20､ 24)などが見られる｡ また､ 摘み部が幅広いもの(第

26図26)が見られる｡ 横型は､ 欠損品と思われるもの(第26図29)を含め	点が出土している｡

石箆(第14図�､ 第26図30､ 31､ 第27図32～37､ 第28図38～40)

12点出土している｡ 両面に調整が認められるもの(第26～28図30､ 32､ 34､ 38～40)､ 背面の調整が側

縁のみに認められるもの(第14図�､ 第26､ 27図31､ 33､ 35～37)が見られる｡

不定形石器(第14図�､ �､ �､ �､ 第28図41､ 42､ 第29図43～48､ 第30図49)

91点出土している｡ 腹面ないし腹面及び背面全面に粗い調整を施し､ 側縁に刃部調整を行うもの(第

28図41､ 42)も見られるが､ その他は､ 縁辺部に刃部調整のみを行うものである｡

その他の剥片石器

�点出土している｡ 全面に荒い調整が認められるものの､ 刃部調整が見られないものを本類とした｡
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使用痕剥片(第30図50､ 51)

55点出土している｡ 使用痕と思われる微細剥離の認められるものである｡

二次加工剥片(第30図52､ 53)

�点出土している｡ 刃部調整ではない二次調整のみが側縁等に認められるものである｡

磨製石斧(第15図11､ 第31図54)

�点出土している｡ 第15図11､ 第31図54は､ 欠損品である｡

石錘(第31図55)

1点出土している｡ 自然礫の長軸方向両側縁に抉りが認められる｡

敲磨器類(第15図�､�､ 第31図56～61､ 第32図62～66)

15点の出土である｡ 礫側縁に磨痕のみが認められるもの(第31図56～61)､ 礫の端部に敲打痕のみが認

められるもの(第32図64)､ 礫の側縁及び端部に敲打痕のみが認められるもの(第32図63)､ 側面及び端部

に敲打痕のみが認められるもの(第15図�､ 第32図62)､ 側面中央に敲打痕のみが認められるもの(第32

図66)､ 磨痕､ 敲打痕､ 凹痕が複合して認められるもの(第15図�､ 第32図65)などが見られる｡

半円状扁平打製石器(第32図67､ 第33図68～71)

�点出土している｡ いずれも欠損品である｡ 底辺にのみ磨痕が認められるもの(第32図67､ 第33図70)

と､ 底辺及び上辺に磨痕の認められるもの(第33図68､ 69)とがある｡ また､ 大半が縦位方向の欠損なの

に対し､ 第33図71は横位方向の欠損が認められる｡

石皿(第15図�､10､ 第33図72､ 73)

�点が出土している｡ いずれも欠損品であるあるが､ 第33図72は､ 凹痕を有し､ 破損後､ 敲磨器に転

用されたものと思われる｡
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－
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縦
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1
1
住

第
1
層

深
鉢

胴
胴
･
R
単
絡
1
(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
2
－
7
0
3
土

第
1
層

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
縄
端
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
1
－
2
2
2
住
ピ
ッ
ト
3
第
1
層

深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線
､
L
R
(
前
々
多
･
ル
ー
プ
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
2
－
7
1
3
土

第
1
層

深
鉢

底
底
部
･
R
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
2
3
2
住

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
2
－
7
2
5
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
刺
突
(
半
裁
竹
管
状
工
具
)

Ⅱ
－
1

1
1
－
2
4
2
住

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
2
－
7
3
6
土

第
2
層

深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
2
5
2
住

覆
土

深
鉢

口
～
胴
口
縁
･
R
L
R
押
(
横
)
､
R
結
回
､
R
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
2
－
7
4
6
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
2
6
2
住

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
無
文

Ⅲ
1
2
－
7
5
6
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
2
7
2
住

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
縦
)

Ⅲ
1
2
－
7
6
6
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
2
8
2
住

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
縦
)

Ⅲ
1
2
－
7
7
6
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
1
－
2
9
2
住

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
斜
)

Ⅲ
1
2
－
7
8
7
土

第
2
層

深
鉢

胴
胴
･
R
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
3
0
2
住

覆
土

深
鉢

底
底
部
･
R
L
R

Ⅱ
－
2

1
2
－
7
9
8
土

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
沈
線

Ⅲ

1
1
－
3
1
3
住
･
炉

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
沈
線
､
L
R
(
斜
)

Ⅲ
1
2
－
8
0
8
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
3
2
3
住
･
炉

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
沈
線
､
L
R
(
斜
)

Ⅲ
1
2
－
8
1
8
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
3
3
3
住
･
炉

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
沈
線
､
L
R
(
斜
)

Ⅲ
1
2
－
8
2
8
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
前
々
多
(
横
)
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
3
4
3
住
･
炉

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
沈
線
､
L
R
(
横
)

Ⅲ
1
2
－
8
3
8
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
3
5
3
住
･
炉

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
結
束
第
一
種
ｌ
(
L
R
･
L
R
)

Ⅲ
1
2
－
8
4
8
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
前
々
多
(
縦
)
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
3
6
3
住

第
2
層

深
鉢

胴
～
底
胴
～
底
･
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
2
－
8
5
9
土

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
L
R
(
前
々
多
･
ル
ー
プ
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
1
－
3
7
3
住

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
R
L
押
(
横
)

Ⅲ
1
2
－
8
6
9
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
1
－
3
8
3
住

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
R
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
3
－
8
7
1
1
土

覆
土

深
鉢

口
～
底
口
～
胴
･
R
L
(
横
)
､
R
L
(
横
)

Ⅲ

1
1
－
3
9
3
住

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
無
文

Ⅲ
1
3
－
8
8
1
1
土

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
R
L
(
横
)

Ⅲ

1
1
－
4
0
3
住

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
無
文

Ⅲ
1
3
－
8
9
1
1
土

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
L
R
(
前
々
多
(
横
)
)

Ⅲ

1
1
－
4
1
3
住

覆
土

深
鉢

口
～
底
口
～
胴
･
無
文
､
L
R
(
縦
)

Ⅲ
1
3
－
9
0
1
1
土

覆
土

深
鉢

口
～
胴
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
胴
･
R
L
(
直
前
多
(
横
)
)

Ⅲ

観察表・・・計測表

1
1
－
4
2
3
住

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
R
L
R
(
横
)
､
貼
付
隆
帯
(
刺
突
(
棒
状
工
具
)
)

Ⅱ
－
2

1
3
－
9
1
1
1
土

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
沈
線
(
懸
垂
文
)
､
刺
突
(
竹
管
状
工
具
)
､
R
L
(
横
)

Ⅲ

1
1
－
4
3
3
住

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
横
･
縦
)

Ⅲ
1
3
－
9
2
1
1
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
沈
線
(
懸
垂
文
)

Ⅲ

1
1
－
4
4
3
住

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
沈
線
､
L
R
(
横
)

Ⅲ
1
3
－
9
3
1
1
土

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
横
)

Ⅲ

1
1
－
4
5
3
住

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
縦
)

Ⅲ
1
3
－
9
4
1
1
土

覆
土

深
鉢

胴
～
底
R
L
(
横
)

Ⅲ

1
1
－
4
6
3
住

覆
土

深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
斜
)

Ⅲ
1
3
－
9
5
ピ
ッ
ト
8

覆
土

深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
1
－
4
7
4
住

第
1
層

深
鉢

底
底
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

図
版
番
号

遺
構
毎
遺
物
番
号

層
位

最
大
計
測
値
(
㎜
､
ｇ
)

石
質

器
種

図
版
番
号

遺
構
毎
遺
物
番
号

層
位

最
大
計
測
値
(
㎜
､
ｇ
)

石
質

器
種

出
土
地
点

整
理
番
号

長
さ

幅
厚
さ

重
量

出
土
地
点

整
理
番
号

長
さ

幅
厚
さ

重
量

1
4
－
1
1
住

0
6
5
0
2
0
0
1
第
1
層

4
8
.5

5
9
.0

1
3
.0

1
4
.5
珪
･
頁
不
定
形

1
住

0
6
5
0
2
0
0
5
第
1
層

3
4
.0

4
5
.0

8
.0

1
4
.3
珪
･
頁
不
定
形

1
4
－
2
1
住

0
6
5
0
2
0
0
2
第
1
層

5
2
.0

2
7
.0

6
.5

7
.6
珪
･
頁
石
匙

1
住

0
6
5
0
2
0
0
6
第
1
層

3
8
.0

6
1
.0

1
6
.0

3
7
.6
珪
･
頁
不
定
形

1
住

0
6
5
0
2
0
0
3
第
1
層

1
9
.0

3
1
.0

6
.0

4
.4
珪
･
頁
不
定
形

1
5
－
7
1
住

0
6
5
0
2
0
0
7
第
1
層

1
0
7
.0

4
4
.0

3
1
.0

1
9
2
.0
砂

敲
磨
器
類

1
住

0
6
5
0
2
0
0
4
第
1
層

3
2
.0

3
2
.0

8
.0

6
.7
珪
･
頁
不
定
形

1
住

0
6
5
0
2
2
4
6
第
1
層

5
2
.0

4
6
.0

4
3
.0

7
2
.5
珪
･
頁
石
核
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図
版
番
号

遺
構
毎
遺
物
番
号

層
位

最
大
計
測
値
(
㎜
､
ｇ
)

石
質

器
種

図
版
番
号

遺
構
毎
遺
物
番
号

層
位

最
大
計
測
値
(
㎜
､
ｇ
)

石
質

器
種

観察表・・・計測表

出
土
地
点

整
理
番
号

長
さ

幅
厚
さ

重
量

出
土
地
点

整
理
番
号

長
さ

幅
厚
さ

重
量

1
5
－
8

�
住

0
6
5
0
2
0
0
8
覆
土

8
0
.0

5
6
.0

3
9
.0

2
6
0
.0
珪
･
頁
敲
磨
器
類

1
5
－
9
1
土

0
6
5
0
2
0
1
3
覆
土

2
7
0
.0

2
6
8
.0

1
5
3
.0
1
3
8
0
.0
珪
･
頁
石
皿

1
4
－
3

�
住

0
6
5
0
2
0
0
9
覆
土

5
9
.0

5
3
.0

1
0
.0

2
2
.8
珪
･
頁
不
定
形

1
5
－
1
0
1
1
土

0
6
5
0
2
0
1
4
覆
土

1
2
2
.0

1
2
8
.0

4
5
.0

9
7
0
.0
安

石
皿

1
4
－
4

�
住

0
6
5
0
2
0
1
0
第
1
層

5
5
.0

4
1
.5

3
.5

1
0
.1
珪
･
頁
不
定
形

1
4
－
5
ピ
ッ
ト
�

0
6
5
0
2
0
1
5
覆
土

7
4
.0

3
8
.0

1
7
.0

3
9
.6
珪
･
頁
石
箆

�
住

0
6
5
0
2
0
1
1
第
1
層

3
6
.0

3
4
.0

1
1
.6

1
3
.0
珪
･
頁
不
定
形

ピ
ッ
ト
�

0
6
5
0
2
0
1
6
覆
土

3
9
.0

6
0
.0

1
4
.5

3
4
.1
珪
･
頁
不
定
形

1
4
－
6

�
土

0
6
5
0
2
0
1
2
覆
土

3
9
.0

6
0
.0

1
4
.5

3
4
.1
珪
･
頁
不
定
形

1
5
－
1
1
ピ
ッ
ト

�
0
6
5
0
2
0
1
7
覆
土

1
3
2
.0

4
6
.0

3
1
.0

3
1
0
.0
輝
･
凝
磨
製
石
斧

図
版
番
号

遺
構
名

層
位

器
形

部
位

文
様

分
類

備
考

図
版
番
号

遺
構
名

層
位

器
形

部
位

文
様

分
類

備
考

1
6
－
1

JC
－
2
0
7

Ⅳ
深
鉢
口
～
底
口
～
胴
･
R
L
R
(
横
・
斜
)

Ⅱ
－
2
貫
通
孔
有
2個
所

1
8
－
4
6
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

底
尖
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
2

JB
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
貝
殻
側
線
押
圧

Ⅰ
1
8
－
4
7
JA
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
3

JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線
､
L
R
(
前
々
多
･
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
8
－
4
8
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
4

JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

口
Ⅱ
－
1

1
8
－
4
9
IN
－
2
1
0

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
R
L
(
横
)

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
5

JC
－
2
1
4

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線
､
L
R
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
8
－
5
0
JC
－
2
1
0

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
L
R
(
縄
端
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
6
－
6

JB
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線
､
L
R
(
前
々
多
､
(
横
･
一
部
縦
)
)

Ⅱ
－
1

1
8
－
5
1
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
7

JA
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線
､
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
1

1
8
－
5
2
JA
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
R
L
(
横
)

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
8

JA
－
2
1
1

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
8
－
5
3
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
9

JB
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
貫
通
孔
有

1
8
－
5
4
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
押
引
沈
線
､
R
L
(
横
)

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
1
0
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
8
－
5
5
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
1
1
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
横
)

Ⅲ
1
8
－
5
6
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
1
2
JA
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
8
－
5
7
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
沈
線
､
R
L
(
縦
)

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
1
3
JB
－
2
1
1

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
沈
線
(
半
裁
竹
管
状
工
具
)

Ⅱ
－
1

1
8
－
5
8
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
1
4
JB
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
8
－
5
9
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

底
尖
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
1
5
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線
､
R
L

Ⅱ
－
1

1
8
－
6
0
JB
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

底
尖
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

1
6
－
1
6
JA
－
2
1
3
J

B
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線
､
刺
突
(
半
裁
竹
管
状
工
具
)

Ⅱ
－
1

1
8
－
6
1
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

底
尖
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

1
8
－
6
2
JB
－
2
1
0

Ⅰ
深
鉢
口
～
底
口
縁
･
R
L
R
押
(
横
)
､
胴
･
R
L
(
横
･
縦
)
､
底
面
･
R
L

Ⅱ
－
2

1
6
－
1
7
JA
－
2
1
1

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
8
－
6
3
JC
－
2
0
7

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･R
LR
(横
)､
口
縁
･R
LR
押
(横
･縦
)､
R
LR
(横
)､
胴
・
R
LR
(横
)

Ⅱ
－
2

1
6
－
1
8
JＢ
－
2
1
0

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
刺
突
(
半
裁
竹
管
状
工
具
)

Ⅱ
－
1

1
8
－
6
4
JB
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
R
結
回
(
横
)
､
胴
･
R
L
R
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
6
－
1
9
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
L
R
(
前
々
多
･
縄
端
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
8
－
6
5
JB
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
R
結
回
(
横
)
､
胴
･
R
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
0
JB
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･刺
突
(竹
管
状
工
具
)､
押
引
沈
線
､L
R
(前
々
多
･ル
ー
プ
､(
横
))
Ⅱ
－
1

1
8
－
6
6
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
R
結
回
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
1
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
R
L
(
縄
端
､
(
横
)
)
､
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
8
－
6
7
JC
－
2
1
0

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
R
結
回
(
横
)
､
胴
･
R
L
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
2
JB
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線
､
L
R
(
縄
端
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
6
8
IS
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･
R
結
回
(
横
)
､
胴
･
R
単
絡
1
(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
3
JB
－
2
0
9

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線
､
L
R

Ⅱ
－
1

1
9
－
6
9
JC
－
2
1
4

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･R
結
回
(横
)､
貼
付
隆
帯
(R
LR
押
､(
横
))
､胴
･R
LR
(斜
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
4
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線
､
刺
突
(
竹
管
状
工
具
)
､
L
R

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
0
JB
－
2
0
9

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･R
LR
(横
)､
口
縁
･R
結
回
(横
)､
貼
付
隆
帯
(指
頭
押
圧
)､
胴
･R
LR
(斜
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
5
JB
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線
､
刺
突
(
竹
管
状
工
具
)
､
L
R

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
1
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
R
結
回
(
横
)
､
貼
付
隆
帯
､
胴
･
R
単
絡
1
(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
6
JB
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
刺
突
(
竹
管
状
工
具
)
､
押
引
沈
線
､
L
R
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
2
JC
－
2
0
9

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･
R
単
絡
1
(
横
)
､
口
縁
･
L
R
押
(
横
)
､
R
単
絡
1
(
横
)
､
貼
付

隆
帯
(
R
単
絡
1
押
､
(
横
)
)
､
胴
･
R
単
絡
1
(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
7
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線
､
R
L
(
横
)

Ⅱ
－
1
貫
通
孔
有

1
7
－
2
8
JC
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
3
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･R
単
絡
6A
(横
)､
貼
付
隆
帯
(刺
突
(棒
状
工
具
))
､胴
･R
単
絡
1(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
2
9
JC
－
2
1
0

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
押
引
沈
線
､
R
単
絡
1
(
縦
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
4
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･Ｌ
単
絡
1(
横
)､
口
縁
･R
LR
押
(横
)､
Ｌ
単
絡
1(
横
)､
貼
付
隆
帯
､胴
･Ｌ
単
絡
1(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
0
IO
－
2
1
3

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
沈
線

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
5
IS
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･R
L
R
押
(横
)､
R
単
絡
1(
横
)､
貼
付
隆
帯
(R
L
R
押
､(
横
))

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
1
JA
－
2
1
1

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
刺
突
(
半
裁
竹
管
状
工
具
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
6
IR
－
2
1
0

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
R
単
絡
5
(
横
)
､
胴
･
R
L
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
2
JB
－
2
0
7

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
刺
突
(
半
裁
竹
管
状
工
具
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
7
JC
－
2
0
7

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･R
単
絡
6(
横
)､
RL
R押
(横
)､
貼
付
隆
帯
(刺
突
(棒
状
工
具
))
､胴
･R
単
絡
1(
縦
)
Ⅱ
－
2

1
7
－
3
3
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
7
8
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

胴
口
縁
･
R
単
絡
5
(
横
)
､
胴
･
R
単
絡
1
(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
4
JA
－
2
1
1

JB
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
前
々
多
･
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1
貫
通
孔
有

1
9
－
7
9
JB
－
2
0
7

Ⅰ
深
鉢

口
口
唇
･
R
単
絡
1
(
横
)
､
口
縁
･
L
R
押
(
横
)
､
R
単
絡
6
A
(
横
)
､
貼

付
隆
帯
(
R
単
絡
6
A
押
､
(
斜
)
)
､
胴
･
L
＋
R
単
絡
1
(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
5
JB
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
8
0
IS
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･R
単
絡
1(
横
)､
貼
付
隆
帯
(外
面
施
文
不
明
)､
胴
･R
LR
(横
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
6
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
8
1
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢
口
～
胴
R
単
絡
6A
(横
)､
R
LR
押
(横
)､
貼
付
隆
帯
(R
LR
､(
横
))
､胴
･R
LR
(斜
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
7
JA
－
2
1
2

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
8
2
JB
－
2
0
7

Ⅰ
深
鉢

口
口
縁
･R
単
絡
6A
(横
)､
沈
線
､貼
付
隆
帯
(沈
線
､(
斜
))
､胴
･R
単
絡
1(
縦
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
8
JA
－
2
1
1

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
8
3
JC
－
2
0
7

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･L
R
(前
々
多
)押
(横
)､
R
単
絡
1(
横
)､
胴
･R
単
絡
1(
縦
･斜
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
3
9
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
8
4
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
R
単
絡
6
A
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
4
0
JB
－
2
1
0

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
L
R
(
ル
ー
プ
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
8
5
JC
－
2
1
4

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･
R
L
押
(
縦
)
､
口
縁
･
L
押
(
横
)
､
L
R
押
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
4
1
IO
－
2
1
3

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
R
L
(
縄
端
､
(
横
)
)

Ⅱ
－
1

1
9
－
8
6
JC
－
2
1
4

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･
R
L
押
(
横
)
､
口
縁
･
L
R
押
(
横
)

Ⅱ
－
2

1
7
－
4
2
JA
－
2
1
2

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

2
0
－
8
7
JB
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

口
口
唇
･R
L押
(縦
)､
口
縁
･L
R押
(横
)､
RL
押
(横
)､
R単
絡
1押
(横
)､
橋
状
把
手
(L
R､
(横
))

Ⅱ
－
2

1
7
－
4
3
JB
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

底
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1
尖
底

2
0
－
8
8
JA
－
2
1
3

Ⅰ
深
鉢

口
口
唇
･R
押
(縦
)､
口
縁
･隆
帯
(ボ
タ
ン
状
､突
起
部
加
飾
)､
LR
(横
)

Ⅱ
－
2

1
8
－
4
4
JC
－
2
0
8

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
沈
線

Ⅱ
－
1

2
0
－
8
9
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
R
L
R
(
斜
)

Ⅱ
－
2

1
8
－
4
5
JB
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
押
引
沈
線

Ⅱ
－
1

2
0
－
9
0
JB
－
2
0
8

Ⅰ
深
鉢

胴
R
結
回
､
沈
線
､
貼
付
隆
帯
－
2

Ⅱ
－
2
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図
版
番
号

遺
構
名

層
位

器
形

部
位

文
様

分
類

備
考

図
版
番
号

遺
構
名

層
位

器
形

部
位

文
様

分
類

備
考

2
0
－
9
1
JC
－
2
0
8

Ⅰ
深
鉢

胴
胴
･
R
単
絡
1
(
斜
)

Ⅱ
－
2

2
1
－
1
0
7
JC
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･
L
押
(
刻
目
)
､
口
縁
･
隆
帯
､
L
押
(
刻
目
)
､
L
縄
端
押
圧

Ⅲ

2
0
－
9
2
JC
－
2
0
7

Ⅳ
深
鉢
胴
～
底
胴
･
R
単
絡
1
(
縦
)

Ⅱ
－
2

2
1
－
1
0
8
JC
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢
口
～
胴

口
縁
･縄
端
押
圧
､Ｌ
押
(横
)､
隆
帯
(Ｌ
押
､(
刻
目
))
､胴
･結
束
第
一
種
(L
R
･R
L)

Ⅲ

2
0
－
9
3
JC
－
2
0
7

Ⅳ
深
鉢
胴
～
底
胴
･
R
L
(
横
)
､
底
･
R
L

Ⅱ
－
2

2
1
－
1
0
9
JB
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

胴
胴
･
結
束
第
一
種
･
(
L
R
･
R
L
)

Ⅲ

2
0
－
9
4
JB
－
2
0
9

Ⅰ
深
鉢

底
底
部
･
R
単
絡
1

Ⅱ
－
2

2
1
－
1
1
0
JB
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
R
L
(
横
)

Ⅲ
21
－
11
3と
同
一
個
体

2
0
－
9
5
JB
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･
L
押
(
縦
)
､
口
縁
･
L
＋
R
押
(
鋸
歯
状
､
(
横
)
)

Ⅲ
2
1
－
1
1
1
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
R
L
(
横
)

Ⅱ

2
0
－
9
6
JB
－
2
1
4

Ⅰ
深
鉢

口
口
唇
･R
押
(縦
)､
L
単
絡
1押
(短
線
)､
隆
帯
(L
押
圧
に
よ
る
刻
目
)

Ⅲ
2
1
－
1
1
2
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
R
L
(
前
々
多
､
(
斜
)
)

Ⅲ
21
－
11
3と
同
一
個
体

2
0
－
9
7
JC
－
2
1
0

Ⅳ
深
鉢

口
口
唇
･L
押
(刻
目
)､
口
縁
･隆
帯
(L
押
､(
刻
目
))
､L
押
(馬
蹄
状
)､
胴
･R
L(
横
)

Ⅲ
2
1
－
1
1
3
JC
－
2
0
8

Ⅳ
深
鉢

口
口
縁
･
折
り
返
し
口
縁
､
R
L
(
横
)

Ⅲ

2
0
－
9
8
JC
－
2
1
1

Ⅳ
深
鉢

口
口
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2
0
.0

5
.0

1
.7
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
0
5
3
Ⅰ

5
1
.0

2
1
.0

4
.0

4
.5
珪
･
頁
石
匙

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
0
9
0
Ⅰ

1
8
.0

1
8
.0

3
.0

0
.9
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
0
5
4
Ⅳ

4
0
.0

3
6
.0

7
.0

7
.2
珪
･
頁
石
匙

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
0
9
1
Ⅰ

6
4
.0

3
0
.0

1
2
.0

2
3
.1
珪
･
頁
不
定
形
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整
理
番
号

遺
構
毎
遺
物
番
号

層
位

最
大
計
測
値
(
㎜
､
ｇ
)

石
質

器
種

備
考

整
理
番
号

遺
構
毎
遺
物
番
号

層
位

最
大
計
測
値
(
㎜
､
ｇ
)

石
質

器
種

備
考

観察表・・・計測表

出
土
地
点

整
理
番
号

長
さ

幅
厚
さ

重
量

出
土
地
点

整
理
番
号

長
さ

幅
厚
さ

重
量

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
0
9
2
Ⅰ

2
1
.0

3
1
.0

7
.0

4
.5
珪
･
頁
不
定
形

表
採

0
6
5
0
2
1
4
9

4
7
.0

5
7
.0

1
3
.0

2
2
.1
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
1

0
6
5
0
2
0
9
3
Ⅰ

5
5
.0

4
0
.0

2
0
.0

2
8
.9
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
5
0
Ⅰ

2
0
.0

3
9
.0

1
2
.0

6
.1
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
0
9

0
6
5
0
2
0
9
4
Ⅰ

3
4
.0

2
7
.0

1
0
.0

9
.4
珪
･
頁
不
定
形

焼
け
ハ
ジ
ケ

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
5
1
Ⅰ

2
6
.0

2
7
.0

8
.0

5
.4
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
0
9

0
6
5
0
2
0
9
5
Ⅰ

2
7
.0

3
7
.0

1
3
.0

1
3
.7
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
3

0
6
5
0
2
2
4
7
Ⅰ

4
5
.0

4
4
.0

1
6
.0

2
5
.3
珪
･
頁
そ
の
他
の
剥
片
石
器

JA
－
2
0
9

0
6
5
0
2
0
9
6
Ⅰ

6
1
.0

3
7
.0

1
9
.0

3
8
.3
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
0

0
6
5
0
2
2
4
8
Ⅰ

3
3
.0

2
8
.0

1
4
.0

1
5
.6
珪
･
頁
そ
の
他
の
剥
片
石
器

JB
－
2
1
4

0
6
5
0
2
0
9
7
Ⅰ

3
0
.0

3
1
.0

7
.0

6
.3
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
2
4
9
Ⅰ

3
7
.0

4
0
.0

1
5
.0

1
8
.4
珪
･
頁
そ
の
他
の
剥
片
石
器

JB
－
2
1
4

0
6
5
0
2
0
9
8
Ⅰ

3
5
.0

2
9
.0

1
0
.0

1
2
.0
珪
･
頁
不
定
形

3
0
－
5
0
JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
5
2
Ⅰ

4
8
.0

5
5
.0

1
0
.0

2
0
.8
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
4

0
6
5
0
2
0
9
9
Ⅰ

4
0
.0

4
3
.0

9
.0

1
6
.5
珪
･
頁
不
定
形

3
0
－
5
1
JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
5
3
Ⅰ

4
3
.0

3
4
.0

8
.0

1
5
.5
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
4

0
6
5
0
2
1
0
0
Ⅰ

2
9
.0

3
1
.0

7
.0

5
.6
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
5
4
Ⅰ

4
0
.0

5
1
.0

1
4
.0

2
4
.7
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
0
1
Ⅰ

2
8
.0

2
6
.0

7
.0

4
.1
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
5
5
Ⅰ

2
9
.0

4
9
.0

1
0
.0

1
2
.0
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
0
2
Ⅰ

2
5
.0

1
8
.0

4
.0

1
.8
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
5
6
Ⅰ

2
2
.0

2
0
.0

2
.0

1
.0
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
0
3
Ⅰ

3
5
.0

3
1
.0

8
.0

8
.8
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
5
7
Ⅰ

2
5
.0

2
1
.0

6
.0

2
.5
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
0
4
Ⅰ

3
6
.0

4
6
.0

1
0
.0

8
.7
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
5
8
Ⅰ

4
1
.0

2
1
.0

6
.0

5
.3
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
0
5
Ⅰ

7
3
.0

3
0
.0

7
.0

3
3
.8
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
5
9
Ⅰ

3
5
.0

1
5
.0

4
.0

1
.5
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
0
6
Ⅰ

4
3
.0

2
6
.0

7
.0

6
.6
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
6
0
Ⅰ

4
9
.0

2
2
.0

6
.0

6
.6
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
0
7
Ⅰ

4
0
.0

3
5
.0

7
.0

7
.7
珪
･
頁
不
定
形

R
フ
レ
イ
ク

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
6
1
Ⅰ

3
8
.0

3
1
.0

5
.0

5
.9
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
0
8
Ⅰ

2
4
.0

2
2
.0

8
.0

4
.8
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
6
2
Ⅰ

5
7
.0

4
5
.0

1
9
.0

3
6
.5
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
0
9
Ⅰ

2
6
.0

2
4
.0

6
.0

6
.2
珪
･
頁
不
定
形

打
面
部
分

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
6
3
Ⅰ

3
1
.0

3
1
.0

1
0
.0

9
.0
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
1
0
Ⅰ

2
1
.0

3
4
.0

5
.0

4
.7
珪
･
頁
不
定
形

末
端
部

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
6
4
Ⅰ

7
1
.0

3
0
.0

1
2
.0

1
3
.0
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
0

0
6
5
0
2
1
1
1
Ⅰ

3
5
.0

3
3
.0

1
1
.0

1
0
.9
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
6
5
Ⅰ

6
4
.0

5
2
.0

1
2
.0

3
0
.0
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
1
2
Ⅰ

2
8
.0

3
7
.0

9
.0

1
1
.2
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
6
6
Ⅰ

3
7
.0

2
3
.0

8
.0

5
.2
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
1
3
Ⅰ

3
4
.0

4
1
.0

7
.0

7
.1
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
6
7
Ⅰ

3
4
.0

4
0
.0

1
1
.0

1
6
.1
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
1
4
Ⅰ

2
4
.0

3
2
.0

9
.0

5
.5
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
6
8
Ⅰ

3
5
.0

2
2
.0

1
1
.0

6
.5
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
1
5
Ⅰ

2
9
.0

3
2
.0

7
.0

5
.4
珪
･
頁
不
定
形

JA
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
6
9
Ⅰ

3
7
.0

2
7
.0

1
5
.0

1
2
.1
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
1
6
Ⅰ

2
8
.0

4
6
.0

7
.0

8
.5
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
4

0
6
5
0
2
1
7
0
Ⅰ

4
9
.0

3
1
.0

1
0
.0

9
.9
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
1
7
Ⅰ

3
8
.0

5
6
.0

7
.0

3
1
.3
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
4

0
6
5
0
2
1
7
1
Ⅰ

5
7
.0

3
1
.0

1
1
.0

1
2
.1
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
1
8
Ⅰ

3
4
.0

2
4
.0

1
3
.0

9
.4
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
7
2
Ⅰ

6
3
.0

7
1
.0

2
1
.0

6
3
.9
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
1
9
Ⅰ

4
5
.0

4
6
.0

1
0
.0

1
8
.0
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
7
3
Ⅰ

5
5
.0

3
9
.0

9
.0

2
0
.1
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
2
0
Ⅰ

3
6
.0

4
5
.0

1
0
.0

1
4
.4
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
7
4
Ⅰ

3
7
.0

5
3
.0

7
.0

6
.8
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
2
1
Ⅰ

4
4
.0

5
0
.0

1
4
.0

2
6
.5
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
7
5
Ⅰ

2
6
.0

3
3
.0

7
.0

5
.2
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
7

0
6
5
0
2
1
2
2
Ⅰ

4
8
.0

2
8
.0

9
.0

1
0
.4
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
7
6
Ⅰ

3
8
.0

3
3
.0

1
1
.0

8
.0
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
7

0
6
5
0
2
1
2
3
Ⅰ

3
2
.0

2
9
.0

8
.0

6
.2
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
7
7
Ⅰ

4
2
.0

4
3
.0

1
5
.0

2
5
.7
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
7

0
6
5
0
2
1
2
4
Ⅰ

6
3
.0

6
6
.0

1
3
.0

4
3
.2
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
7
8
Ⅰ

3
3
.0

3
3
.0

4
.0

4
.4
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

ID
－
2
1
0

0
6
5
0
2
1
2
5
Ⅰ

3
0
.0

3
7
.0

5
.0

3
.7
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
7
9
Ⅰ

2
0
.0

3
0
.0

4
.0

2
.2
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

IO
－
2
1
4

0
6
5
0
2
1
2
6
Ⅰ

3
9
.0

3
4
.0

6
.0

8
.7
珪
･
頁
不
定
形

打
面
部
分

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
8
0
Ⅰ

1
8
.0

3
0
.0

6
.0

2
.6
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
2
7
Ⅳ

1
9
.0

3
2
.0

8
.0

5
.0
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
8
1
Ⅰ

1
9
.0

3
7
.0

3
.0

2
.8
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
2
8
Ⅳ

3
6
.0

3
6
.0

1
6
.0

1
4
.1
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
8
2
Ⅰ

5
2
.0

2
0
.0

7
.0

5
.1
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JA
－
2
1
2

0
6
5
0
2
1
2
9
Ⅳ

4
2
.0

3
4
.0

1
2
.0

1
4
.2
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
8
3
Ⅰ

4
6
.0

4
0
.0

9
.0

1
1
.9
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
3

0
6
5
0
2
1
3
0
Ⅳ

2
5
.0

2
7
.0

9
.0

8
.5
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
8
4
Ⅰ

5
3
.0

3
0
.0

1
3
.0

2
1
.0
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
3
1
Ⅳ

2
7
.0

6
6
.0

1
4
.0

2
5
.3
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
9

0
6
5
0
2
1
8
5
Ⅰ

5
3
.0

4
2
.0

1
2
.0

1
3
.8
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
3
2
Ⅳ

7
0
.0

3
8
.0

1
2
.0

2
3
.1
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
8
6
Ⅰ

3
8
.0

3
4
.0

1
0
.0

9
.8
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
3
3
Ⅳ

4
8
.0

2
9
.0

1
1
.0

1
2
.4
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
8
7
Ⅰ

4
7
.0

3
4
.0

1
5
.0

1
2
.1
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
1

0
6
5
0
2
1
3
4
Ⅳ

4
1
.0

4
8
.0

1
5
.0

3
0
.4
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
8
8
Ⅰ

5
6
.0

3
2
.0

6
.0

9
.0
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
1
0

0
6
5
0
2
1
3
5
Ⅳ

3
1
.0

3
1
.0

8
.0

1
1
.2
珪
･
頁
不
定
形

JB
－
2
0
7

0
6
5
0
2
1
8
9
Ⅰ

2
7
.0

5
1
.0

1
8
.0

1
7
.1
珪
･
頁
使
用
痕
剥
片

JB
－
2
0
8

0
6
5
0
2
1
3
6
Ⅳ

4
1
.0

3
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近野遺跡は､ 青森市大字安田字近野､ 三内字丸山に所在する｡ 地形的には､ 青森市西部の丘陵地北

東端部の段丘面上に位置する｡

当委員会では､ 宅地分譲地の造成工事に先立ち､ 本遺跡の東端に相当する標高�～13ｍの低位段丘上

において調査面積1,614㎡の発掘調査を実施した｡ 調査区は､ 全体として南西側から北東側へ緩やかに下

る斜面であるが､ 調査区東側では､ 沢地に下る若干急な斜面が見られる｡ 調査区は､ 休耕畑地という状

況であったためか､ 大半が第Ⅴ層､ 第Ⅵ層まで撹乱を受けていた｡ 縄文時代の遺物を含む第Ⅳ層は､ 調

査区東側で主に確認しており､ 調査区西側では､ 部分的な確認に留まる｡

調査の結果､ 竪穴式住居跡�軒､ 土坑11基､ 小ピット11基を検出した｡ また､ 出土した遺物には､ 縄

文時代早期中葉～中期末葉の土器､ 石器がある｡ 出土量としては､ ダンボール箱換算で15箱が出土した｡

竪穴式住居跡は､ 調査区西側から中央部にかけて分布する｡ 平面形は､ 隅丸長方形�軒を除き､ ほぼ

円形ないし楕円形が基調である｡ 北西－南東の長軸方向のもの�軒､ その他が2軒である｡ 規模は､ 約

�～3.5ｍに収まる｡ また､ 柱穴は､ �本主柱のものが5軒と多数であった｡ 時期の詳細不明なものが多

いが､ 第�号竪穴式住居跡の土器片囲炉では､ 最花式土器及びほぼ併行と思われる土器が用いられてい

た｡ また､ 第�号竪穴式住居跡覆土出土土器と第�号竪穴式住居跡の土器片囲炉の土器には､ 接合関係

が見られた｡

土坑は､ �基が調査区ＩS～ＪＣ－212～214グリッドに位置し比較的まとまって分布している｡ 平面

形は､ 円形ないし楕円形で､ 断面形は､ 緩やかに立ち上がる皿状のものが多数である｡ 袋状､ フラスコ

状のものは､ 確認していないが､ 上部削平の影響もあるものと思われる｡ 確認面における規模は､ 約0.5

～1.5ｍに収まる｡ 時期は､ 不明なものが多いものの､ 第11号土坑では､ 覆土より最花式土器等中期末葉

の土器が複数個体出土している｡

小ピットは､ �基がＩＳ､ ＩＴ－214､ 215グリッドに集中している｡ 柱穴の用途が想定されるものも

あり､ 竪穴式住居跡等の柱穴だったものもあるのかもしれないが､ 時期を含めて詳細は不明である｡

土器は､ 縄文時代早期中葉から中期末葉のものが出土しているが､ 主体を占めるものは､ 縄文時代前

期中葉の円筒下層ａ､ ｂ式土器である｡ それに次いで前期前半の早稲田�類土器や中期末葉の最花式土

器等が出土している｡ 第Ⅰ層及び調査区東側の第Ⅳ層から出土しているが､ 第Ⅳ層においても点在する

破片の状況で出土している｡ 出土状況における時期差等は把握できなかった｡

石器は､ 調整痕､ 使用痕の見られないフレークや原礫を除いて遺構内外の合計で241点が出土した｡

遺構外出土のものは､ 土器と同様大半が第Ⅰ層及び調査区東側の第Ⅳ層から出土している｡ 器種は､ 石

鏃､ 石槍､ 石匙､ 石錐､ 石箆､ 不定形石器､ 磨製石斧､ 石錘､ 敲磨器類､ 半円状扁平打製石器､ 石皿等

が出土している｡

調査区は本遺跡の東端にあたり､ 標高も10ｍ前後と低い地点であるが､ 集落跡と判断できる｡ しかし､

調査区の周囲においては､ 東側で沖館川の支流と思われる沢が確認されており､ これは調査区の北側及

び西側にも存在するものと推測される｡ また､ 調査区外南側､ 現在の総合運動公園内においては､ これ

までの調査で縄文時代後期の遺物包含層や平安時代の集落が主として確認されている｡ そのため､ 調査

区内の集落の範囲は､ 南から南西方向側にまだ多少は広がるかもしれないが､ 広範囲とはならず小規模
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なものに留まるものと考えられる｡

最後になりましたが､ 現地調査から整理､ 報告書刊行に至るまで､ ご指導､ ご協力を賜りました関係

各位に感謝の意を表する次第であります｡ また､ 埋蔵文化財保護の主旨をご理解して下さり､ 終始､ ご

家族の皆様共々大変快く調査に御協力いただきました 手 塚 宇一郎 氏に深くお礼申し上げます｡
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